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Outlook Edition
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Outlook Edition の利用

1. Outlook Editionとは

2. インストール

3. Outlookの設定

4. Outlook電子メールとの連携

5. スケジュールの同期
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1.Outlook Edition とは

Outlookで送受信したメールやスケジュールをSalesforceに同期

1.Outlook Editionとは
Salesforce Outlook Edition3..0を使用して、OutlookとSalesforceのデータの同期を双方向にとることができる、プラグインモ
ジュールです。

【主な機能】

¸電子メールをToDoまたはケースとしてSalesforceに登録（メールの添付ファイルをアップロードすることが可能）

¸取引先責任者/連絡先の同期

¸カレンダー（行動/予定）の同期

¸ToDo/仕事の同期

¸Salesforceアドレスブックの使用

¸行動とToDoのレコードへの関連付け

同期を定期的に実行する（１－８時間間隔で実行）ことも可能です。
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2.インストール ①~③
①

②

③

1.インストール

①［設定］→個人設定［デスクトップ統合］→［Outlook Edition］から、［今すぐインストール］をクリックします。

②セットアップウィザードの言語を指定します。

③［次へ］をクリック

＊Outlook Editionを利用するには、Outlook 2002／2003、またはXP、Microsoft Windows 2000または XPが必要です。
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④

インストール ④～⑧

⑥

⑤

⑦

⑧

④同意にチェックをして次へ

⑤【インストール】ボタンをクリックしウィザードの指示に従います。

⑥【完了】ボタンでインストールが終了します。

＊Outlook Editionをアンインストールするには、Windowsの［コントロールパネル］の［プログラムの追加と削除］オプション
を使用します。

①PC で、［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］をクリックします。
②［プログラムの追加と削除］をクリックします。

③［salesforce.com Outlook Edition］をクリックします。
④［変更と削除］をクリックします。

⑤ウィザードの指示に従って、アンインストール処理を完了します。
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3.Outlookの設定 ①～③

①

②

③

2.Outlookの設定
インストール後、Outlookを起動すると、設定の画面が表示されます。

①ウィザードの指示に従い画面を進めます。

②連携させるSalesforceのIDとパスワードを入力します。
③同期を取るデータと処理の種類を指定します。

＊設定後、ユーザ名やパスワード、同期の処理を

変更するときは、Outlook側の設定を変更します。
Outlookツールバーの「Salesforceオプション」メニュー
より詳細の設定が可能です。
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④

⑤

Outlookの設定 ④～⑥

⑥

④関連付けるオブジェクトを指定します。（複数選択可能です）

⑤内容を確認し【次へ】をクリック

⑥【完了】をクッリクして初期設定を終了します。
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4.Outlookと電子メールとの連携

受信したメールをSalesforce側に履歴を残す
①A トレイから追加するメールを選択

A,B どちらかの方法で
[電子メールを追加]をクリック

①B メールを開いた状態で

4.Outlookと電子メールとの連携

Outlookで受信したメールをSalesforceの活動履歴に残すことができます。

①A Outlookで該当するメールを選択し、【電子メールを追加】ボタンをクリック

①B メールを開いた状態で、ツールバーにある【電子メールを追加】ボタンをクリック




